
同
窓
会
新
役
員
決
定
！

去
る
、
四
月
十
六
日
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
板
倉
で
第
五
十
六

回
の
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
出
席
者
十
八
名
。
ち
ょ
っ
と

寂
し
い
総
会
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
真
剣
に
今
後
の

事
が
審
議
さ
れ
た
。

議
案

一
、
平
成
十
年
度
会
計
報
告
及
び
監
査
報
告

二
、
平
成
十
一
年
度
事
業
計
画

三
、
同
窓
会
会
則
一
部
改
正
の
件

四
、
役
員
改
選
の
件

五
、
西
高
創
立
六
十
年
記
念
式
典
終
了
報
告

新
役
員
は
次
の
通
り
選
出
さ
れ
た
。

会

長

大
西

道
祥

（
十
七
期
）
新

副

会

長

渡
辺

一
義

（

六
期
）
留

〃

引
地
紀
代
子

（
十
一
期
）
新

〃

坂
無
志
津
子

（
十
四
期
）
留

〃

成
田

昭
彦

（
十
八
期
）
留

〃

寺
岡

義
人

（
二
二
期
）
留

幹

事

長

濱
田

靖
夫

（
十
七
期
）
留

副
幹
事
長

山
森
世
津
子

（
十
一
期
）
新

〃

入
江

国
弥

（
十
二
期
）
新

〃

溝
口

信
義

（
十
八
期
）
留

〃

成
田

雅
敏

（
二
八
期
）
留

会
計
幹
事

今
村

釐
弘

（
十
七
期
）
留

畑

博
善

（
二
三
期
）
留

監

事

林

正
衛

（

二
期
）
留

〃

板
倉

克
宏

（
十
二
期
）
留

相

談

役

平

通
明

（
旧
一
期
）
留

〃

利
波

清
一

（
旧
三
期
）
留

〃

津
田

恭
衞

（
旧
五
期
）
新

〃

宇
野

利
一

（

一
期
）
新

同
期
会
情
報

◎

旧
一
期

西
高
創
設
の
日
々
を
回
想
し
佳
境
を
迎
え
て
益
々
意
気
盛
ん
？

の
人
も
居
る
。
と
も
あ
れ
、
元
気
で
居
ら
れ
る
の
は
後
輩
と
し
て

心
強
い
限
り
で
あ
る
。

◎

旧
二
期

ほ
ぼ
一
、
二
年
に
一
回
は
深
川
・
札
幌
で
開
催
す
る
。

◎

旧
三
期

本
日
、
札
幌
に
て
同
期
会
を
開
催
中
に
て
「
集
い
」
に
は
参
加

で
き
ず
。
ま
こ
と
に
残
念
！
同
期
会
は
毎
年
開
催
し
て
い
る
。
札

幌
、
深
川
を
中
心
に
各
地
移
動

◎

旧
四
期

三
年
前
か
ら
停
止
中
。
再
開
に
向
け
て
検
討
中

◎

旧
五
期

今
年
は
九
月
十
二
日
定
山
渓
で
開
催
。
過
去
深
川
、
北
竜
、
沼

田
、
熱
海
、
支
笏
湖
等
各
地
で
ほ
ぼ
九
月
に
開
催
。
東
京
支
部
、

札
幌
支
部
も
元
気
に
毎
年
開
催
。

◎

一
期

同
期
会
は
毎
年
開
催
。
楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。

◎

十
期

三
年
に
一
回
の
開
催
だ
が
ち
ょ
っ
と
間
が
空
い
て
し
ま
っ
た
。

来
年
は
開
催
を
検
討
中
。

◎

十
一
期

今
回
の
「
同
窓
の
集
い
」
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
奮
戦
。
来

年
還
暦
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
還
暦
記
念
同
期
会
を
開
催
す
る
べ

く
準
備
中

◎

十
四
期

本
日
深
川
ホ
テ
ル
に
て
同
期
会
開
催
中
。

◎

十
七
期

三
年
に
一
回
は
集
ま
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
。
節
目
節
目
は

特
に
欠
か
さ
ぬ
よ
う
に
開
催
し
て
い
る
。

◎

十
八
期

一
九
九
九
年
、
空
か
ら
大
魔
王
が
降
り
て
く
る
ん
だ
そ
う
で
こ

れ
を
記
念
し
て
十
月
九
日
に
札
幌
で
開
催
決
定
。
開
催
間
隔
は
五

年
か
ら
三
年
に
縮
ま
っ
た
。
深
川
と
札
幌
交
互
開
催
。
東
京
支
部

は
本
日
楽
し
く
開
催
中
で
す
。

◎

十
九
期

五
年
に
一
回
の
開
催

◎

二
十
一
期

卒
業
三
十
年
に
あ
た
る
が
今
年
は
開
催
の
気
配
が
無
い
。

来
年
以
降
に
機
運
の
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
よ
う
。

◎

三
十
一
期

卒
業
二
十
年
に
あ
た
る
の
で
参
加
を
呼
び
か
け
た
所
、
二
百
七

十
名
中
百
十
余
名
が
集
合
。
二
次
会
は
会
場
が
狭
く
て
ほ
ぼ
ダ
ン

ゴ
状
態
と
な
る
。

◎

北
斗
会
（
滝
川
支
部
）

第
三
十
六
回
総
会
が
平
成
十
一
年
一
月
三
十
日
に
開
か

れ
て
い
る
。
本
部
か
ら
会
長
出
席
。
盛
会
で
あ
っ
た
。
中

山
弘
三
会
長
、
関

豊
幹
事
の
元
に
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

◎

東
京
支
部
報
告

さ
る
八
月
二
十
九
日
、
東
京
支
部
の
第
十
三
回
総
会
が

開
催
さ
れ
た
。
今
回
の
担
当
幹
事
期
は
四
十
一
・
二
年
卒

業
で
あ
る
。
前
回
平
成
七
年
開
催
か
ら
四
年
ぶ
り
の
再
会

と
な
っ
た
。
参
加
者
百
十
余
名
の
盛
会
で
あ
っ
た
。

新
役
員
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

支
部
長

枡
岡

敏
幸
（
旧
五
）

副

〃

富
原

一
郎
（
高
一
）

宮
地

清
（
高
四
）

幹
事
長

白
井

均
（
高
九
）

副

〃

関

肇
（
高
十
一
）
鈴
木

大
吉
（
高
七
）

堀
口

正
顕
（
高
十
）
玄
番

英
臣
（
高
十
四
）

二
見

優
子
（
高
十
四
）

監

査

山
本

登
（
旧
五
）

杉
村

豊
（
高
六
）

相
談
役

林

太
造
（
旧
一
）

新
井

新
一
（
旧
三
）

村
中

末
隆
（
旧
三
）

当
番
幹
事

酒
井
利
弘
（
高
十
八
）

越
智
真
琴
（
高
十
九
）

次
回
開
催
は
平
成
十
三
年
。
当
番
幹
事
期
は
二
十
、
二

十
一
期
で
あ
る
。

今
年
度
の
教
職
員
の
動
向

∧
転
入
∨

教
頭

川
原

忠

浦
幌
よ
り

教
諭

本
郷

誠
一

石
狩
よ
り

〃

小
林

俊
也

赤
平
よ
り

西高等学校より

〃

好
川

歩

士
別
商
業
よ
り

〃

蛯
名

拓
也

興
部
よ
り

〃

芳
野

修
一

根
室
よ
り

∧
転
出
∨

教
諭

尾
崎

義
憲

滝
川
へ

〃

岡
山

光
志

旭
川
凌
雲
へ

〃

太
田

祐
哉

網
走
南
ヶ
丘
へ

〃

大
石

充
也

旭
川
北
へ

∧
退
職
∨

教
頭

伊
藤

直
信

深
川
在
住

教
諭

橋
本

武
人

札
幌
在
住

陸

上

部

男
子
円
盤
投
げ
・
南
口
（
五
位
、
全
国
大
会
へ
）

男
子
槍
投
げ
・
上
野
（
八
位
）

女
子
走
幅
跳
・
遠
藤
（
一
位
、
全
国
大
会
へ
）

柔

道

部

男
子
三
名
、
女
子
一
名

弓

道

部

男
女
団
体
。
個
人
戦
男
子
一
名
・
女
子
二
名

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

女
子
団
体
。
個
人
戦
男
子
一
組
女
子
遠
藤
・

西
村
組
（
ベ
ス
ト
十
六
進
出
）

卓

球

部

Ｓ
・
男
子
二
名

Ｗ
・
男
子
一
組

テ
ニ
ス
部

Ｗ
・
女
子
一
組

バ
レ
ー
部

男
子
・
決
勝

Ｔ
Ｍ
敗
退

吹
奏
楽
部

地
区
大
会
金
賞
で
九
月
十
三
日
・
札
幌
キ
タ
ラ
ホ
ー

ル
で
の
全
道
大
会
に
参
加

陸

上

部

男
子
槍
投
げ

南
口

女
子
走
り
幅
跳
び

遠
藤

両
名
と
も
予
選
突
破
な
ら
ず

学
校
林
現
状
・
・
・
・

学
校
林
の
訪
問
は
今
年
度
の
事
業
計
画
に
入
っ
て
い
ま

す
が
、
ど
う
も
来
年
度
の
事
業
に
な
り
そ
う
で
す
。

学
校
林
上
部
の
高
台
か
ら
は
足
元
に
豊
か
な
松
林
と
石

狩
平
野
の
眺
望
が
広
が
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

同
窓
生
全
体
で
学
校
林
の
有
効
な
利
用
法
を
長
い
目
で
考

え
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
意
見
が
あ
れ
ば
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

同
窓
の
集
い
報
告

第
一
回

平
成
八
年
八
月
十
四
日

参
加
三
百
五
十
人

第
二
回

平
成
九
年
八
月
十
四
日

参
加
二
百
余
人

次
回
開
催
予
告

こ
ん
な
素
敵
な
催
し
は
毎
年
や
る
と
楽
し
み
が
薄
れ

る
か
ら
二
年
に
一
度
で
良
い
と
い
う
人
も
居
る
け
れ
ど
、

そ
の
話
は
又
の
機
会
に
・
・
・
。
来
年
以
降
は
末
尾
二
期

が
実
行
委
員
会
を
構
成
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
今
か
ら
内

容
を
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
二
期
、
十
二
期
、
二
十
二

期
、
三
十
二
期
、
四
十
二
期
の
同
窓
生
に
今
か
ら
お
願
い

し
て
お
き
ま
す
。

ど
ろ
や
な
ぎ

一
生
の
中
で
そ
う
何
回
も
経
験
で
き
な
い
程
の
壮
絶
な

暑
い
夏
に
も
終
わ
り
を
告
げ
ま
し
た
。
体
力
の
消
耗
は
例

年
に
な
く
激
し
く
、
身
に
し
み
て
感
じ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
お
届
け
し
た
も
の
の
内
容
の
散
漫
な
同
窓
会
便

り
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
一
万
数
千
名
の
同
窓
の
絆

を
結
び
付
け
る
に
は
あ
ま
り
に
も
拙
い
も
の
で
す
が
無
い

よ
り
ま
し
と
の
気
持
ち
で
暖
か
く
見
守
っ
て
や
っ
て
く
だ

さ
い
。

昨
年
開
校
六
十
年
記
念
式
典
を
盛
大
に
挙
行
い
た
し
ま

し
た
。
輝
か
し
い
未
来
に
向
か
っ
て
心
を
一
つ
に
し
て
、

母
校
の
発
展
の
た
め
に
更
な
る
努
力
し
た
い
も
の
で
す
。

学
校
の
空
き
教
室
に
「
同
窓
生
の
部
屋
を
！
」
と
の
声
も

上
が
っ
て
い
ま
す
。
是
非
実
現
し
た
い
も
の
で
す
。

少
し
ず
つ
寒
さ
に
向
か
っ
て
い
く
季
節
で
す
。
同
窓
諸

兄
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
お
体
ご
自
愛
の
程
を
・
・
・

連
絡
先
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第一号 深川西高校同窓会便り 発行 1999.9.18

同
窓
会
に
名
称
を
・
・
・

他
の
高
校
な
り
大
学
な
り
で
は
○
○
会
な
ど
と
名
称
を
つ
け
て
い
る
が
当
校
の
同
窓

会
も
ふ
さ
わ
し
い
名
称
を
考
え
様
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
開
校
以
来
豊
か
な
緑
に
囲
ま

れ
た
当
校
の
歴
史
を
未
来
に
伝
え
る
に
ふ
さ
わ
し
い
名
称
が
い
い
と
思
い
ま
す
の
で
来

年
の
集
い
ま
で
に
募
集
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
是
非
、
気
に
入
っ
た
名
称
が
あ
れ
ば

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

提案

平成 10 年度収支決算書

自・10・4・1 から至 11・3・31

収入の部

前期繰越金 340,342

振替金 144,885 50 周年記念事業会計

ＣＤ売上 10,000

雑収入 275 利息

合計 495,502

繰越 290 ､ 492

支出の部

総会費 57,000

会議費 14,300 役員会

交際費 111,000 別記

通信費 12,000

雑費 10,710

合計 205,010

別記 教職員歓迎会 6 ､ 000 香典 5、000

同窓会滝川支部総会 10 ､ 000

全国大会出場餞別 70 ､ 000 （陸上 6 弁論 1）

卒業式謝恩会 10 ､ 000 祝儀 10 ､ 000

(発行人）

大西道祥


